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福岡地区協会員を中心に50人が参加した

　
新
福
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

会
（
会
長
＝
加
地
邦
雄
・
福

岡
県
議
会
議
員
）
は
５
日
、

福
岡
市
の
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ

テ
ル
で
会
合
を
開
き
、
国
策

や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
現
状
、

課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
懇
談

し
た
。
50
人
が
参
加
し
た
。

　
同
会
は
福
岡
県
福
岡
地
区

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
地
元
選
出

議
員
、
地
元
自
治
体
首
長
の

情
報
交
換
を
目
的
に
２
０
０

４
年
に
発
足
。
定
期
的
に
懇

談
の
場
を
設
け
て
い
る
。

　
福
岡
地
区
協
会
の
手
嶋
健

児
会
長
は
「
業
界
の
諸
問
題

を
相
談
し
な
が
ら
新
技
術
の

導
入
支
援
や
新
た
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
提
案
す
る
こ
と
が

当
会
の
目
的
で
使
命
。
国
の

防
災
施
策
や
方
針
に
つ
い
て

語
り
合
い
、
消
費
者
の
安
全

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に

努
め
た
い
」
と
述
べ
「
避
難

所
と
な
る
学
校
体
育
館
へ
の

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
災
害
対
応
バ
ル
ク

の
導
入
提
案
を
一
丸
で
推
進

す
る
。
学
校
給
食
は
現
在
ほ

と
ん
ど
が
セ
ン
タ
ー
方
式
だ

が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
建
て
替
え
る
か
自
校
方

式
に
戻
す
か
が
議
論
さ
れ
て

い
る
。
災
害
時
を
想
定
し
た

分
散
型
の
自
校
方
式
を
強
く

申
し
入
れ
た
い
」と
訴
え
た
。

　
加
地
会
長
は
「
安
心
・
安

全
で
心
の
通
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
で
地
域
づ

く
り
に
汗
を
流
し
て
い
く
。

災
害
が
多
発
し
、
導
管
設
備

が
不
要
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
利
点

が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。
50
年
後
、
１
０
０

年
後
の
日
本
を
見
据
え
て
頑

張
り
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
和
田
博
実
・
福
岡
県
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
会
長
は
「
国
か
ら

『
最
後
の
砦
』
と
期
待
さ
れ

る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
だ
が
、
西
日
本

で
は
学
校
体
育
館
へ
の
Ｇ
Ｈ

Ｐ
や
バ
ル
ク
の
導
入
が
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。
国

の
予
算
も
活
用
し
普
及
推
進

に
注
力
す
る
」
と
話
し
た
。

学校にＬＰガス常設を
新福岡エネ研 議員・首長に訴求

手嶋健児氏

　
熊
本
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
佐
藤
逸
郎
会
長
）
は
５

日
、
熊
本
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。
熊
本
市
役
所
で

行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
協
会
か
ら
佐
藤
会
長
と
市
内

の
全
３
ブ
ロ
ッ
ク
長
ら
が
出
席
。
協
定
締
結
で
市
は

県
協
会
に
支
援
を
直
接
要
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
る
。

熊
本
市
と
災
害
協
定

県
協 

３
ブ
ロ
ッ
ク
が
有
事
即
応

協
定
書
を
交
わ
す
大
西
一
史
市
長
（
左
）
と
佐
藤
逸
郎

会
長

　
協
定
に
は
佐
藤
会
長
と
藤

井
清
峰
・
熊
本
市
東
ブ
ロ
ッ

ク
長
、
山
本
雄
二
・
熊
本
市

南
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
益
田
裕
樹

・
熊
本
市
北
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

協
会
事
務
局
か
ら
岡
村
英
治

専
務
理
事
が
出
席
。
熊
本
市

か
ら
は
大
西
一
史
市
長
、
村

上
孝
之
危
機
管
理
監
、
吉
永

浩
伸
防
災
管
理
防
災
総
室
長

が
出
席
し
た
。

　
県
協
会
と
県
は
こ
れ
ま
で

災
害
時
協
定
に
基
づ
き
、
市

町
村
か
ら
の
支
援
要
請
は
県

を
通
し
て
行
っ
て
き
た
。
今

回
の
協
定
に
よ
り
、
市
は
県

を
通
さ
ず
協
会
に
直
接
支
援

要
請
を
行
え
る
た
め
、
よ
り

迅
速
な
出
動
と
避
難
所
支
援

が
可
能
に
な
っ
た
。

　
大
西
市
長
は
「
協
定
締
結

で
熊
本
市
で
の
防
災
体
制
が

さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も

大
変
心
強
い
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事

業
者
に
は
熊
本
地
震
の
際
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
迅
速
な
復

旧
、
炊
き
出
し
な
ど
に
尽
力

い
た
だ
い
た
。
災
害
時
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
が
果
た
す
役
割
は
非

常
に
大
き
い
。
協
会
と
さ
ら

な
る
連
携
を
図
り
、
市
の
防

災
力
向
上
に
努
め
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
佐
藤
会
長
は
「
当
協
会
は

被
災
地
へ
の
支
援
を
目
的
と

し
た
緊
急
派
遣
チ
ー
ム
『
チ

ー
ム
Ｌ
Ｐ
Ｇ
』
を
組
織
し
て

お
り
、
災
害
発
生
時
に
は
県

内
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
班
員

が
出
動
し
、
避
難
所
支
援
や

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
を
行
う
。
熊

本
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に

も
各
事
業
者
間
で
連
携
を
強

化
し
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　
九
州
経
済
産
業
局
、
九
州

大
学
、
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
戦
略
会
議
な
ど
７
者
は
１

月
29
日
、
福
岡
市
の
電
気
ビ

ル
み
ら
い
ホ
ー
ル
で
九
州
水

素
・
燃
料
電
池
フ
ォ
ー
ラ
ム

＆
水
素
先
端
世
界
フ
ォ
ー
ラ

ム
＝
写
真
＝
を
開
い
た
。
国

内
外
の
研
究
者
が
水
素
・
燃

料
電
池
関
連
分
野
の
最
新
情

九
州
水
素
・
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

官
民
で
最
新
情
報
共
有

報
を
提
供
し
た
。

　
米
田
健
三
・
九
州
経

済
産
業
局
長
は
「
関
係

機
関
と
の
結
び
つ
き
を

強
め
、
水
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
活
動
を
一

層
活
発
に
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
服
部
誠
太

郎
・
福
岡
県
副
知
事
は

「
今
春
に
は
久
留
米
市

と
鹿
児
島
市
に
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
新
設
さ

れ
、
九
州
で
Ｆ
Ｃ
Ｖ

（
燃
料
電
池
車
）
利
用
環
境

の
整
備
が
進
む
。
当
県
も
水

素
社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み

を
継
続
さ
せ
る
」と
述
べ
た
。

　
基
調
講
演
は
佐
々
木
一
成

・
九
州
大
学
副
学
長
兼
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
実
現
へ
の
産
学
官
地

域
連
携
と
将
来
展
望
」
と
、

白
井
俊
行
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
課
水
素
・
燃
料
電

池
戦
略
室
課
長
の
「
水
素
社

会
実
現
に
向
け
た
経
済
産
業

省
の
取
り
組
み
」。
白
井
氏

は
改
訂
版
「
水
素
・
燃
料
電

池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

触
れ
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
つ

い
て
「
災
害
時
に
停
電
が
起

き
た
場
合
も
電
気
と
熱
を
継

続
し
て
供
給
で
き
、
相
次
ぐ

台
風
被
害
に
よ
る
停
電
で
も

生
活
環
境
の
維
持
に
貢
献
し

て
い
る
。
し
か
し
普
及
目
標

に
届
い
て
お
ら
ず
、
設
置
拡

大
へ
一
層
の
奮
起
が
必
要
」

と
述
べ
た
。

　
こ
の
ほ
か
▽
低
炭
素
社
会

実
現
に
向
け
た
動
向
と
国
際

連
携
（
岡
崎
健
・
東
京
工
業

大
学
特
命
教
授
）
▽
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
水
素
キ
ャ

リ
ア
に
貯
め
る
運
ぶ
（
古
谷

博
秀
・
産
総
研
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

長
）

―
な
ど
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。

第
３
四
半
期
決
算

（
４
～
12
月
）

　
西
部
ガ
ス
（
１
月
29
日
）

　
連
結
売
上
高
が
前
年
同
期

比
１
・
６
％
増
の
１
３
９
３

億
２
８
０
０
万
円
、
営
業
利

益
が
同
52
・
３
％
減
の
12
億

６
４
０
０
万
円
、
経
常
利
益

が
同
45
・
２
％
減
の
15
億
６

４
０
０
万
円
、
純
利
益
が
同

５
・
０
％
増
の
10
億
４
１
０

０
万
円
。
セ
グ
メ
ン
ト
別
は

ガ
ス
事
業
が
売
上
高
８
７
６

億
７
３
０
０
万
円
・
利
益
１

億
７
６
０
０
万
円
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

が
売
上
高
２
１
６
億
９
千
万

円
・
利
益
２
１
０
０
万
円
、

不
動
産
事
業
が
売
上
高
１
９

９
億
４
７
０
０
万
円
・
利
益

11
億
７
６
０
０
万
円
。
そ
の

他
事
業
は
売
上
高
２
０
６
億

６
３
０
０
万
円
・
利
益
１
億

３
千
万
円
だ
っ
た
。

　
ガ
ス
販
売
量
は
家
庭
用
が

前
年
同
期
比
３
・
７
％
減
の

１
億
４
３
０
１
万
８
千
立
方

㍍
、
業
務
用
が
同
４
・
４
％

減
の
４
億
１
０
９
８
万
１
千

立
方
㍍
、
卸
供
給
が
同
27
・

５
％
増
の
６
７
５
１
万
５
千

立
方
㍍
で
合
計
が
同
１
・
６

％
減
の
６
億
２
１
５
１
万
４

千
立
方
㍍
。
需
要
家
戸
数
は

同
０
・
１
％
増
の
１
１
３
万

５
３
０
０
戸
。

　
ガ
ス
販
売
量
が
想
定
を
下

回
り
、
10
月
29
日
に
発
表
し

た
通
期
業
績
予
想
を
下
方
修

正
し
た
。
連
結
売
上
高
２
０

７
０
億
円
、
営
業
利
益
85
億

円
、
経
常
利
益
80
億
円
、
純

利
益
52
億
円
を
見
込
む
。

メールで親族安心

長野県が実証結果報告

高
齢
者
見
守
り

東
洋
計
器
と
共
同
実
験

　
長
野
県
企
業
局
は
１
月
24

日
、
同
県
の
坂
城
町
と
東
洋

計
器
（
本
社
・
松
本
市
、
土

田
泰
秀
社
長
）
と
共
同
し
て

実
施
し
た
「
水
道
メ
ー
タ
ー

を
活
用
し
た
高
齢
者
見
守
り

シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
」
の

報
告
書
を
公
表
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
東
洋
計
器

が
開
発
し
た
高
齢
者
元
気
応

援
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
」。
電
子
式
水
道
メ
ー
タ

ー
で
水
道
の
使
用
水
量
を
検

出
し
、
ア
ナ
ロ
グ
回
線
を
通

じ
て
同
社
の
マ
ル
チ
セ
ン
タ

ー
に
送
信
す
る
。
対
象
の
高

齢
者
が
毎
朝
、
水
道
を
使
い

始
め
る
と
セ
ン
タ
ー
か
ら
元

気
メ
ー
ル
を
配
信
し
、
逆
に

長
時
間
に
わ
た
る
水
道
の
不

使
用
や
継
続
使
用
の
場
合
に

は
異
変
メ
ー
ル
を
配
信
す

る
。
こ
う
し
て
高
齢
者
と
離

れ
て
住
む
親
族
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
が
異
変
を
い
ち
早

く
察
知
で
き
る
仕
組
み
。

　
実
証
は
２
０
１
７
年
９
月

～
19
年
３
月
の
期
間
、
シ
ス

テ
ム
の
利
用
を
希
望
し
た
坂

城
町
の
40
世
帯
を
対
象
に
行

っ
た
。
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
シ
ス
テ
ム
へ
の
総
合
的

な
満
足
度
は
８
～
９
割
と
高

く
、
高
齢
者
は
普
段
通
り
の

生
活
で
ス
ト
レ
ス
が
な
い
こ

と
、
親
族
ら
は
メ
ー
ル
受
信

で
安
心
で
き
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。
ま
た
、
水
道
の
止

め
忘
れ
や
漏
水
の
発
見
、
親

族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
増
加
と
い
っ
た
副
次
的

な
効
果
も
見
ら
れ
た
。

　
一
方
、
高
齢
者
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
判
定
時
間

や
流
量
の
設
定
、
利
用
料
金

（
月
９
９
０
円
）
の
抑
制
、

利
用
を
簡
単
に
中
止
・
再
開

で
き
る
仕
組
み
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
へ
の
改
善
要
望
が

上
が
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の
利

用
希
望
者
と
水
道
利
用
者
が

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と

か
ら
、
事
業
継
続
に
向
け
て

は
地
方
自
治
体
と
水
道
事
業

者
間
の
費
用
負
担
の
あ
り
方

も
検
討
課
題
と
し
た
。

　
東
洋
計
器
は
実
証
実
験
を

踏
ま
え
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
高

齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
に
対

応
し
た
機
器
や
ソ
フ
ト
の
開

発
を
進
め
、
配
線
工
事
費
や

通
信
費
の
削
減
、
水
道
使
用

デ
ー
タ
の
高
度
利
用
に
つ
な

げ
る
。
応
用
と
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
に
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通

信
端
末
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
」
を

取
り
付
け
る
こ
と
で
、
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
来
年
度

か
ら
始
め
る
予
定
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
本

社
・
東
京
、
山
田
啓
輔
社

長
）
は
５
日
、
本
社
で
、
リ

ハ
ビ
リ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
展
開
す
る
リ
ハ
コ
ン
テ

ン
ツ
（
同
・
船
橋
市
、
山
下

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
提
携

水
分
補
給
で
健
康
増
進

哲
司
社
長
）
と
包
括
的
業
務

提
携
調
印
書
の
締
結
式
を
開

い
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
に
水
分
補
給
を
促
し
健

康
な
生
活
を
後
押
し
す
る
。

　
リ
ハ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
を
含
め
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
店
舗
を
全
国
２
０
０

カ
所
展
開
し
て
い
る
。
利
用

者
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

宅
配
水
を
運
動
後
の
水
分
補

給
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い

健
康
増
進
に
貢
献
す
る
。
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
宅
に
水

サ
ー
バ
ー
を
設
置
す
る
よ
う

促
し
、
店
舗
外
で
の
水
分
補

給
に
も
役
立
て
る
。

　
山
田
社
長
は
「
厚
生
労
働

省
に
よ
り
２
０
２
５
年
の
健

康
寿
命
延
伸
が
目
標
と
さ
れ

る
な
か
、
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
熱
中
症
予
防
、

備
蓄
、
健
康
、
安
心
・
安
全

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
運
動

後
の
飲
料
を
高
齢
者
に
伝
え

健
康
増
進
に
貢
献
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
山
下
社
長
は
「
自
立
支
援

介
護
の
ケ
ア
は
水
分
摂
取
が

カ
ギ
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
水
分
摂
取
量
を
記
録
し
て

水
分
補
給
を
促
し
て
い
る
。

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
製

造
・
販
売
を
本
業
と
し
水
分

補
給
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
企
業
だ
か
ら
こ
そ
提
携

を
結
ん
だ
」
と
話
し
た
。

調印書を持つ山田啓輔・ウォ
ーターネット社長（右）と山
下哲司・リハコンテンツ社長

復
活
と
成
長
目
指
す

ノ
ー
リ
ツ 

顧
客
起
点
に
事
業
変
革

住設撤退
　
ノ
ー
リ
ツ
（
本
社
・
神
戸
市
、
國
井
総
一
郎
社
長
）
は
７
日
、
大
阪
市
の
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
方
針

発
表
会
を
開
い
た
。
國
井
社
長
は
「
過
去
の
延
長
線
上
に
未
来
は
な
い
」
と
述
べ
、
住
設
シ
ス
テ
ム
事

業
か
ら
の
撤
退
に
よ
る
「
復
活
」
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
に
よ
る
「
成
長
」
の
二
つ
を
並
行
し
て

進
め
る
考
え
を
示
し
た
。
取
引
先
46
社
・
94
人
が
参
加
し
た
。

　
國
井
社
長
は
過
去
10
年
間

の
国
内
事
業
を
振
り
返
り

「
２
０
１
０
年
代
は
価
格
競

争
の
時
代
。
序
盤
は
エ
コ
ジ

ョ
ー
ズ
の
比
率
向
上
で
利
益

を
維
持
し
た
が
、
中
盤
以
降

は
比
率
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、

売
価
ダ
ウ
ン
が
そ
の
ま
ま
減

益
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　
従
来
は
大
黒
柱
の
温
水
事

業
の
利
益
で
不
採
算
事
業
を

補
っ
た
が
、
そ
の
モ
デ
ル
の

継
続
が
難
し
く
な
っ
た
。
シ

ス
テ
ム
バ
ス
・
キ
ッ
チ
ン
は

「
31
年
間
続
け
た
が
、
黒
字

化
で
き
ず
強
み
に
で
き
な
か

っ
た
」
と
報
告
。
事
業
多
角

化
に
よ
り
固
定
費
が
上
昇
し

「
同
業
他
社
と
比
較
し
て
販

管
費
率
が
７
％
、
１
０
０
億

円
多
い
」
と
述
べ
た
。

　
対
策
と
し
て
第
１
ス
テ
ッ

プ
の
事
業
再
編
を
６
カ
月
間

で
や
り
き
る
。
住
設
シ
ス
テ

ム
事
業
か
ら
撤
退
す
る
。
同

事
業
に
限
ら
ず
全
社
の
45
歳

以
上
を
対
象
に
６
０
０
人
の

希
望
退
職
者
を
募
集
し
、
退

國
井
総
一
郎
社
長

職
金
加
算
と
２
年
間
の
再
就

職
支
援
を
行
う
。
國
井
社
長

は
「
財
務
基
盤
が
盤
石
な
今

こ
そ
、
問
題
を
先
送
り
せ
ず

に
再
編
に
取
り
組
む
」
と
強

調
し
た
。
固
定
費
削
減
に
よ

り
損
益
分
岐
点
を
２
０
０
億

円
引
き
下
げ
る
。

　
併
せ
て
持
続
的
成
長
の
た

め
「
つ
な
が
る
モ
デ
ル
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
変
革
し
、
第
２
ス
テ

ッ
プ
を
開
始
す
る
。
従
来
の

売
り
切
り
モ
デ
ル
か
ら
、
流

通
協
業
に
よ
り
顧
客
と
つ
な

が
る
モ
デ
ル
に
変
え
て
い

く
。
給
湯
器
全
機
種
に
採
用

し
た
点
検
お
知
ら
せ
機
能
を

活
用
し
た
点
検
・
取
り
替
え

を
当
た
り
前
に
す
る
。
「
全

国
２
千
万
戸
に
あ
る
当
社
給

湯
器
の
取
り
替
え
サ
イ
ク
ル

を
、
平
均
の
17
年
か
ら
短
縮

す
る
こ
と
で
競
合
な
し
に
需

要
拡
大
を
図
る
」
と
し
た
。

　
も
の
づ
く
り
は
多
品
種
少

量
生
産
が
得
意
だ
っ
た
が
、

今
後
は
少
品
種
大
量
生
産
に

転
換
し
自
動
化
を
進
め
る
。

　
関
西
エ
リ
ア
の
方
針
は
楠

克
博
執
行
役
員
国
内
事
業
本

部
営
業
本
部
副
本
部
長
兼
関

西
支
社
長
が
発
表
し
た
。
基

本
方
針
は
①
お
客
さ
ま
へ
の

価
値
提
供
を
最
大
化
し
高
付

加
価
値
商
品
の
拡
販
へ
シ
フ

ト
②
流
通
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
営
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

最
大
化

―
の
２
点
。

　
温
水
は
入
浴
事
故
低
減
に

向
け
見
ま
も
り
機
能
を
提
案

し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
も
打
ち

出
し
て
取
り
替
え
を
促
進
す

る
。
厨
房
は
マ
ル
チ
グ
リ
ル

の
普
及
で
時
短
や
ラ
ク
家
事

を
訴
求
す
る
。
非
住
宅
分
野

に
注
目
し
、
大
阪
・
関
西
万

博
も
睨
ん
だ
宿
泊
施
設
へ
の

業
務
用
給
湯
器
に
加
え
、
ボ

イ
ラ
ー
か
ら
の
転
換
に
力
を

入
れ
る
。

　
新
た
に
開
設
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
お
湯

ｎ
ｅ
ｔ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

の
活
用
で
流
通
と
と
も
に
営

業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上

さ
せ
、
「
業
界
最
速
の
取
り

替
え
商
売
」
を
目
指
す
。

子
会
社
の
事
業
譲
渡
へ

永
大
産
業
と
協
議
開
始

　
ノ
ー
リ
ツ
は
１
月
29
日
、

連
結
子
会
社
ア
ー
ル
ビ
ー

（
本
社
・
土
浦
市
、
米
田
一

夫
社
長
）
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ

チ
ン
な
ど
の
開
発
・
生
産
の

譲
渡
に
つ
い
て
、
永
大
産
業

（
同
・
大
阪
市
、
枝
國
統
博

社
長
）
と
協
議
す
る
と
発
表

し
た
。

　
ノ
ー
リ
ツ
は
収
益
力
強
化

と
体
質
改
善
を
目
的
に
、
住

設
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
撤
退
と

希
望
退
職
募
集
を
柱
と
す
る

国
内
事
業
の
構
造
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
環

で
住
設
シ
ス
テ
ム
撤
退
に
伴

う
ア
ー
ル
ビ
ー
の
一
部
事
業

の
譲
渡
を
検
討
し
て
い
た
。

　
ア
ー
ル
ビ
ー
は
２
０
０
８

年
か
ら
永
大
産
業
の
製
造
を

受
託
し
て
い
る
。
永
大
産
業

に
と
っ
て
も
住
設
事
業
の
生

産
技
術
は
親
和
性
が
高
く
、

事
業
融
合
で
業
容
拡
大
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
今
回

の
協
議
に
至
っ
た
。
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